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研究成果の概要（和文）：死後CTによる薬物中毒死に関する研究結果について、自殺企図による経口的な薬物摂
取の23症例を対象にしてのみだが、薬物摂取を示すCT画像所見（胃・十二指腸内のX線高吸収物）が出現する頻
度、遺体発見現場における捜査情報との関連などを調査した。結果、遺書あるいは薬包などとともに、23例中20
例（87%）に胃・十二指腸内のX線高吸収物がみられることが分かった。頚部損傷に関しては、周囲軟部組織の腫
脹、頚椎配列の乱れ、椎体間の離開損傷を示す椎間板内ガスの存在などにより、診断可能である症例が少なから
ずあることが分かった。風呂溺については、解析できる症例数を蓄積できなかった。

研究成果の概要（英文）：We assessed the slices of all stomach areas on consecutive axial CT images 
in 23 cases of death by oral drug overdose. Twenty cases (87%) cases showed high X-ray absorption in
 the stomach, while the other three cases (13%) did not demonstrate radio-dense stomach contents 
even though drug analysis detected lethal concentrations of drugs in the blood. Postmortem gastric 
CT images can provide useful information in cases of oral drug intoxication, but precise 
determination of the cause of death requires if there are empty drugs packages or a suicide note at 
the scene of death. Approximately 70% of the cases with cervical intervertebral separations had 
various abnormal findings on CT imaging. The CT findings were grouped into the following six 
categories: intervertebral gas, forward widening, spur fracture, anteroposterior misalignment, 
backward widening, and hematoma in front of a vertebral body. In bathtub death cases, the data was 
not stored to analysis.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
解剖による死因診断は重要であるが、これを担う解剖医が不足している現状では、多くの死体について正確に死
因診断するのは困難である。そこで、国内に広く普及しているCT装置を使用することで、これを補い、薬物摂取
を示唆可能であることや、見落としやすい頚椎損傷の診断ポイントを示したことは大きな意味があると考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
死後画像診断において、撮影対象である死体は生体とは異なり、特に死後変化という重要
な因子が加わる。この死後画像に及ぼされる死後変化の影響については、撮影・読影に専
門的な知識を必要とする。正確で精密な検査・診断には、様々な死体での撮影における経
験と剖検所見との対比が必要である。 
２．研究の目的 
本研究は、薬物中毒および頚椎・頚髄損傷の 2つの死因に関して、死後 CT画像が「どこまで
事実に迫れるか」、その可能性と限界を探るのが目的の一つである。その上で医学的知識に乏し
い捜査関係者や裁判員に対して分かりやすく画像化し、視覚化するための有効な情報提供方法
を探るということが、本研究目的の第二の柱と考える。また、我が国で特有ともいわれている
入浴死は、法医鑑定上、重要な意味を持つ。「のぼせ」などによる事故死であるのか、入浴中の
心発作による病死か、そもそも、どの程度溺水の吸引をしているのかといったことは、死因究
明という公衆衛生学上の問題だけでなく、保険上も判断を求められることが少なくない。そこ
で、画像所見と剖検所見の比較を多数蓄積し、入浴死の画像診断の有用性について研究を行な
った。 
３．研究の方法 
薬物中毒死・頚椎損傷に関しては、その診断能の検討と、それぞれ消化管内容物・頚椎損傷部
位について CTデータから 3次元（3D）画像を再構成し、その形状や体積、または損傷パターン
の分析を行う。加えて、実感しにくいモニター上の分析だけでなく、これらの画像データから
3D プリンターを使用した立体モデル構築を行い、それぞれに特有の構造や形状、破壊の走行な
どを見出す。入浴死に関しては、これまでの放射線診断医の読影レポートと剖検結果の比較を
行う。また、改めて再度画像を見直し、入浴死に特徴的な肺水腫のパターンおよび副鼻腔内の
画像所見と、急性心疾患による画像所見とを比較・検討する。 
４．研究成果 
死後 CT による薬物中毒死に関する研究結果について、自殺企図による経口的な薬物摂取の 23
症例を対象にしてのみだが、薬物摂取を示す CT 画像所見（胃・十二指腸内の X線高吸収物）が
出現する頻度、遺体発見現場における捜査情報との関連などを調査した。結果、遺書あるいは
薬包などとともに、23例中 20 例（87%）に胃・十二指腸内の X線高吸収物がみられることが分
かった。頚部損傷に関しては、周囲軟部組織の腫脹、頚椎配列の乱れ、椎体間の離開損傷を示
す椎間板内ガスの存在などにより、診断可能である症例が少なからずあることが分かった。風
呂溺については、解析できる症例数を蓄積できなかった。 
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